
̶仮釈放された受刑者の雇用をされ

ているとのことですが、どのような経

緯からですか？

創業当時、従業員の採用は苦労しまし
た。お好み焼き屋で、まだ、名前も売れ
ておらず、学歴・成績・身元保証人一
切問わずで採用していました。すると採
用した中に過去に暴走族に入って暴れ
ていたという人がいたんですね。そんな

人も採用していたという話をしている
と、今度はある中学の先生から、鑑別所
に送られそうな生徒さんがいる。就職を
すれば鑑別所（少年院）送りが免れると
いうのですね。そこで、千房で採用して
くれないかという話でした。
その時は、うちは更生施設ではないと
断ったのですが、先生が熱心なんですね。
夜中でも何時でもいいから会って欲し

いと。熱意に負けて、生徒さんと会って
みました。会ってみると家庭環境や身の
上話を聞いて、情が移ったのでしょうか
ね。採用を決めました。私は 7人兄弟の
5番目で、上の兄達は学業成績優秀なん
ですね。出来の悪い子供がかわいいとい
いますが、そんなの嘘です。やっぱり親
は出来のいい子がかわいい。出来の悪い
私のことを親がどう思っていたのか。私
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の親に私の今日を想像できたかと聞い
てみると、想像できなかった。親ですら
子供の成長が分からない。人の成長が
分からない。人は出会う人で変わるのだ
と。だったらチャンスを与えるべきかと
思ったんですね。
こんなことをしていると、日本初の官
民協同 PFIによる刑務所、美弥社会復
帰促進センター（山口県）が進めている
就労支援事業の一環として、出所者の
雇用をしてくれないかという要請が来
たのです。

これまで知らないで採用したことは
ありましたよ、でも刑務所からの直接の
採用は不安がありました。社内でも賛否
両論がありました。
でも、まあ会うだけあってみようと。
採用候補に上がる方に会ってみると泣
かされました。すべて家庭崩壊。「こん
な女に誰がした」という歌がありました

が、同じように、「こんな人に誰がした
のか」。100％罪を咎めることが出来ませ
んでした。

うちはあくまで企業で更生施設では
ないです。しかし、経済というのは「経
世済民」、世を経（おさ）め、民を救う、
これが経済だと。このことは善か悪かと
いったら、善に決まっている。もし仮に
これで会社が潰れるようなことがあっ
たら、こんな日本はもうええと思いまし
た。大げさな話ですけど。

̶就労支援情報をオープンにされて

いますが

協力雇用主制度があるじゃないです
か。確かに制度はあるんですけれども、実
際に活動はどうなのかといった場合に、
正直広がってないんですね。良いことを
しているのになんで広がっていないか。
こっそりやってるからです。我々の大きな
特徴というのは、このことをオープンにし
ているということです。オープンにすると

ころに意味がある。
大変おこがましいですけど、千房は関

西で名前だけは大変有名になりました。
千房がこの就労支援に取り組んだとい
うことのインパクトが大変強い。それだ
け私どももリスクはありますが。
初めての雇用の際、採用面接も含めて

関西テレビの取材を受けました。放送間
近になっていくんですけれども、やっぱ
り怖かったんです。
ところが、捨てたものじゃないです。
犯罪者を集めてというような批判的な
ものが 1通だけありましたけれども、あ
とは全部、よくやったという励ましのメ
ールがじゃんじゃん入りました。
千房がオープンにしたことによって、

もちろん受刑者、元受刑者もそうですが、
それ以上にすごくよかったなと思う 1つ

に、社会の偏見が緩和されてきた、これ
がすごく大事なんですね。千房さんでも
受けいれてるんやんか、大丈夫と。色々
とリスクはありますけれども、立派に立
ち直っていってる者もいるんです。

千房のこの取り組みで成功事例を 1

つでも多く積み上げていくようになれ
ば、間違いなく世の中は変わります。経
営とか教育とかは間違いなくマラソン
ではなくて駅伝なんです。繋いでいくん
です。

̶今後の活動については

日本財団の支援によって大阪から始
まった出所者の就労支援（職親）プロジ
ェクトが東京にも立ち上がりまして、北
海道、福岡、名古屋も入ってきました。
法務省の全国 8つの管区に職親プロジ
ェクトをつくろうと。この推進を日本財
団と共に、全国に広げよう、支部をつく
ろうということをやっています。10年た
ったら社会の環境は変わります。
職親プロジェクトでは、問題情報も全

部オープンにしているんです。
プロジェクト内では失敗例も共有し

ます。勤務後、すぐに飛び出す子もいま
す。その辺は想定内にしておいてくださ
いと。それによって、あなたの会社はど
うですか？　というふうな話をするこ
とによって、皆安心しはるんですね。
受刑者に年間かかる経費は 1人 250

万位です。でも、半分ぐらいが再犯で戻
って来るんでしょう。これを減らすこと
でどれだけ国費が助かるか。再犯を減ら
すには、ともかく職場だと。私もこのプ
ロジェクトに関わってからつくづく思い
ました。だから、職場を提供するという
ことがいかに大事か。
数字は後からついてきます。5年、10

年、100年続いていくような企業を目指
したいものです。うちの会社は決しても
うかってないんです。もうかってないけ

れども、何かしらんけどうまいこといっ
てる。何でうまいこといってるか。会社
がまっすぐ生きているからです。反省は
1人でできますが、更生は 1人ではでき
ません。企業の社会貢献も大事な要素
の 1つです。

（Interviewer：桂　充弘／ Photo：武田）
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